
令和６年度フードビジネス商品開発・
ブラッシュアップ支援事業補助金による開発商品を紹介‼

廃棄農作物アップサイクルのクラフトジンです！！

　和牛をはじめとする宮崎の豊富な農畜水産物にスポットを当てた商品企
画から開発、販売、小売、飲食事業までをマルチに展開している当社が、廃
棄農作物のアップサイクルという視点で、県産の「マンゴーの種」、「へべすの
果皮」、「ほうじ茶」をメインボタニカルとする3種のクラフトジンを開発。原
材料に余計なものは加えず、素材本来の風味や香りを引き出すことにこだ
わりました。
　また、当商品の開発は、一次産業と環境問題への貢献を目指すもので、
SDGsの理念にも合致しています。
　地域、環境、そして人に寄り添うクラフトジンとして、宮崎の魅力を全国へ
発信してまいります。

（渡部 光）

当支援事業補助金を活用した試作品の製造、商品
ラベルとリーフレットのデザイン制作に際して、指
導・助言を行いました。酒類小売販売免許を持ち、
飲食店も経営されていることから、既存事業との
相乗効果に期待しています。

（コーディネーター　藤藪 志保）

担当コーディネーターコメント

※　　  が支援した内容です。

〒880-0805 宮崎市橘通東3-5-5
電話 ： 0985-83-0830
https://hitokiwa-gno.com

　KITENビル3階「みやざきフードビジネス相談ステーション」の隣に、当機構の「企業成長促進室」を移転・設
置しました。当室では、チームによる伴走支援や人材育成計画策定支援等の事業を実施します。同室内には「宮
崎県プロフェッショナル人材戦略拠点」も併設。同ビル
1階には、各種の経営相談に専門家が対応する「宮崎県
よろず支援拠点」宮崎駅前サテライトも開設するなど、
支援拠点を集約。8月27日には知事や九州経済産業局
の部長等の出席のもとオープニングセレモニーを開催
しました。当機構では、各事業間はもちろん、同ビル内
の県商工会議所連合会等の各支援機関とも連携して、
県内中小企業支援の充実強化を図って参ります。どう
ぞご活用ください。
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商 品 名：
売　　価：
販 売 所：
商品区分：

MANGO SEED、HEBESU PEEL、HOJICHA TEA（500ml/ 本）
各 6,600 円（税込）
cafe&grocery HITOKIWA
アルコール飲料

株式会社G.N.O

中小企業支援拠点を集約。支援の充実強化を目指します！

食に関するお悩みまるごと解決します

宮崎市錦町1-10 KITENビル3F
TE L：0985-89-4452
FAX：0985-89-4468
https://food.mepo.or.jp/

みやざきフードビジネス
相談ステーション

志を持ってひなたの国をリードする企業を
応援します。

宮崎市錦町1-10 KITENビル3F
TE L：0985-77-5563
FAX：0985-77-5564
http://platform.mepo.or.jp/

企業成長促進室

プロフェッショナル人材採用で
「攻めの経営」へ

宮崎市錦町1-10 KITENビル3F
TE L：0985-23-2613
FAX：0985-27-7007
https://www.pro-miyazaki.jp

宮崎県プロフェッショナル
人材戦略拠点

どんな経営課題でも、個人事業主でも19名の
専門家が無料で何度でも相談に応じます！

宮崎市錦町1-10 KITENビル1F
TE L：0985-74-0786
https://yorozu-miyazaki.go.jp/

宮崎県よろず支援拠点
宮崎駅前サテライト

KITENビル
宮崎県商工会議所連合会

県事業承継・引継ぎ支援センター

企業成長促進室
プロ人材拠点

フードビジネス
相談ステーション

県中小企業活性化協議会
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宮崎フードイノベーションクラブ第２回セミナー開催 
～DX導入の一歩を共有～

　県内食品製造企業等の品質管理担当者同士が企業の垣根を越えて知識や経験を共有し、相互にサポート
し合うことによりイノベーションが創出できるコミュニティとして、昨年11月に創設した宮崎フードイノベー
ションクラブ。今年度第２回目となるセミナーを8月28日にオンラインで開催し、16事業者20名が参加しま
した。セミナーでは、(株)クロップウォッチ池水氏からIoTセンサーによる温度管理事例が、(株)栗山ノーサン
池田氏からはクラウドサービスの導入事例が紹介されました。その後の意見交換では参加者から「紙からエ
クセルデータに。まずはできることから進めたい」や、「IoTの新たな情報は有益だった」との意見に加え、導
入コストや外国人スタッフ対応に関する課題も共有。DX推進のヒントを得る貴重な機会となりました。

　当ステーションでは、食品産業に関する多様な関係者が参画する「みやざきLFP（ローカルフードプロジェクト）プラット
フォーム」を運営しています。各メンバーの知識・技術・経験等を結集し、本県の豊富な食資源の高付加価値化や新たな活用を
目指して、様々なプロジェクトが生まれています。年間スケジュールや7年度プロジェクトは以下のとおり。入会費・会費は無料。
随時入会者募集中です。

みやざきフードビジネス相談ステーション
0985-89-4452

電話又はホームページ専用予約フォームからの事前の相談予約が必要です
（公財）宮崎県産業振興機構　フードビジネス推進課
〒880-0811 宮崎市錦町1-10 宮崎グリーンスフィア壱番館（KITEN ビル）3 階
相談対応時間：月曜日～金曜日（9：00～17：00）　※祝日及び12：00～13：00 は除く
※お越しの際は、最寄りの有料駐車場又は公共交通機関をご利用ください。

FAX：0985-89-4468
受付時間：平日8：30～17：15（12：00～13：00は除く）

https://food.mepo.or.jp/form-reservation/
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I n f o r m a t i o n

入会はLFP
HPから

第2回研修会
事業者による新規プロジェクト構想提案の様子

（令和7年8月末現在）

みやざきLFP強化支援事業 令和7年度新規プロジェクト一覧

日向夏供給サプライチェーン構築プロジェクト

宮崎ヴィーガンアイスプロジェクト

おいしく詰めて、地域を元気に！
エシカルなソーセージでつなぐ環境つくりプロジェクト

国富メンマ特産品プロジェクト

山椒で「食農海外ツナガル高岡」

KIJO ビオフードプロジェクト

日向夏の未来協議会、連携５者

C&G Miyazaki合同会社　他８者

エシカルソーセージ協議会、連携12者

国富町メンマ事業化推進協議会、連携11者

高岡フードビレッジ協議会　他５者

木城オーガニックタウン推進協議会　他７者


